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は じ め に

　荒川は関東平野を流れる代表的な河川であり，源流の

埼玉県から下流の東京都にかけて約玉73kmの区間を流

れている．荒川の植生についてはすでに宮脇ほか

（1975），佐々木（1987）などによって調査が行われ，

中～下流部ではオギ群集が広い面積に渡って分布するこ

とが明らかにされている．

　荒川のオギ草原には河川原野の絶滅危惧植物とされる

サクラソウ，ノウルシが生育することが知られている．

そのうち最も代表的なものが田島ヶ原のサクラソウ自生

地であり，昭和27年に国指定の特別天然記念物に指定さ

れている．オギ草原は荒川の河川敷に広く分布している

が，埼玉県内でのこれらの植物の自生地は現在極めて限

られている（埼玉県環境生活部自然保護課編1998）．何

故，これらの絶滅危惧種がオギ群落に広がっていかない

のか，その理由を明らかにするには，まず種組成によっ

て規定される植物群落の質的差違を明らかにすることが

重要である．また，サクラソウの生育する群落は，季節

的に種組成が異なることが報告されているため（埼玉県

教育委員会1978），群落による種組成の違いとともに，

季節的な種組成の変化についても把握しておく必要があ

る．

　そこで田島ヶ原周辺の荒川流域のオギ草原について，

群落の種組成生活型組成，帰化率の特徴とその季節的

な違いについて明らかにすることを目的として調査を

行った．

　本研究に際し，研究の機会を与えて頂いた，横浜国立

大学鈴木邦雄教授，国際生態学センター村上雄秀氏，現

地調査を手伝っていただいた国際生態学センター矢ヶ崎

朋樹氏，現地に関する資料や情報を提供いただいた日本

生態系協会の方々に感謝いたします．また，これまで長

年に渡って植物社会学的調査研究についてご指導いただ

いた，横浜国立大学奥田重俊名誉教授に深く感謝いたし

ます．
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Fig．　1．　Location　of　the　study　area．
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調査地と方法

　調査は1999年5月～2000年9月にかけて埼玉県内の

荒川新上江橋～四聖大橋の区間において，河川敷や後背

地のオギの優占する湿性草原を対象として全推定法にも

とつく植生調査（Braun－Blanquet　1964）を行った．調

査区間をFig．玉に示す．植生調査は春期に20ヶ所，秋期

に20ヶ所行った．調査資料は表操作によって群落区分を

行い（Muller－Dombois，　D．＆Ellemberg，　H．1974），

既発表の群落体系と比較することにより植物社会学的な

群落単位を決定した．さらにそれぞれの資料について，

種の豊：かさ（＝丁数口調側面積の対数），絶滅危惧種の割

合（＝三門物種に対する絶滅危惧種の種数の春分率），帰

化率（繍全種数に対する帰化植物種数の百分率），湿地植

物率（瓢金種数に対する湿地植物一死の百分率）を算出

した．また，区分された群落単位ごとに，Raunkierの生

活型にもとつく生活型スペクトルを算出した．

　なお，絶滅危惧種は環境庁編（2000）により，帰化植

物は宮脇ほか（1994）および鷲谷・森本（1993）によ

り，生活型は宮脇ほかGg94）により決定した．湿地植

物は宮脇ほか（1994）の植物リストより生育地に水湿

圭也湿地と記載のあるものもしくは生活型がHH（水湿

植物）のものと定義した．

結 果

オギ草原の植生単位と季節相

　調査の結果，田島ヶ原を中心とする後背湿地の一部の

オギ草原はハナムグラーオギ群集（Galio　dahuricl－

Miscanthetum　sacchar凶ori　Okuda　l　978），河川敷など

に散在的に分布するオギ草原はオギ群集
（Miscanthetum　sacchar1flori　Miyawal〈i　et　Okuda

ig72）であることが明らかになった（Table　1）．

　ハナムグラーオギ群集は標徴種のハナムグラのほか，

ノカラマツ，シロネ，シオデ，ナガボノシロワレモコウ

によって区分された．出現頻度は低いが絶滅危惧種であ

るサクラソウ，シムラニンジン，チョウジソウ，ノダイ

オウの生育も確認された．ハナムグラーオギ群集はさら

にノウルシ，スイバによって区分される春期相と，これ

らの種を欠く秋期相に区分された．

　オギ群集はウシハコベ，セイタカアワダチソウ，オオ

ブタクサ，ヨモギ，ギシギシによって区分された．さら

に，ハルジオン，ヤハズエンドウ，スズメノチャヒキに

よって区分される春期相と，これらの種を欠く秋期相に

区分された．

各群落単位の種構成生活型の特徴

　区分された群落単位ごとに，種の豊かさ，絶滅危惧種

の割合，帰化率，湿地植物率を，季節相ごとの平均と標

準偏差でTable　2に示した．種の豊かさは，春期相で高

く，秋期相で低い傾向にあったが，ハナムグラー門門群

集とオギ群集の問での違いは認められなかった．絶滅危

惧種の割合は，ハナムグラ～オギ群集では10～20％前後

であったが，オギ群集では0％であった．ハナムグラー

オギ群集では，秋期相より春期相の方が絶滅危惧種の割

合がやや高い傾向にあった，帰化率はオギ群集では約20

％に達しているのに紺し，ハナムグラーオギ群集では5

％前後で，季節的な違いは少なかった．湿地植物率は，

標準編差が高く調査i区によるバラツキがやや大きいが，

ハナムグラーオギ群集で50％前後だったのに対し，オギ

群集では20％前後であった．

　各群落単位の季節相ごとの生活型組成をTable　3に示

した．ハナムグラーオギ群集では春期相，秋期相とも地

中植物が20％前後を占めており，湿性植物の割合も高

かった．オギ群集では春期相，秋期相ともに一・二年生

植物の割合が18～30％と高く，地中植物は10％前後で

あった．地上植物の割合はいずれも3％以下であり，低

かった．

Table　2．　Species　richness　and　ratio　of　rare，　alien　and　wetland　plants　of　Mlscantus　saccharifolius　communities

　　　on　Aral〈awa　river　basin．

Ve募etati。n　un托s Galio　dahurici－Miscanthetur調sacchar擁ori　　　　Mithcantetum　saccharifbri

　sprin墓phase　　　　　　autumn　p卜ase　　　　　　spring　Phase　　　　　　autumn　p卜1ase

Species　richness

Rario　of　rare　plants　（鷺）

Rari。・f　ali6n　p｝ants（覧〉

Rati。。f　weUand　plants（覧）

Average

S．D．

Average

S．D．

Average

S．D，

Average

S，D．

14．9

2D

18．4

4，5

4，7

4．7

52、3

11．3

11，8

3，2

11．6

4，2

5．0

8，1

44．9

9．6

14．2

3．3

0．0

0．0

｛9．8

7．8

17．9

10．6

11．5

1．2

0．0

0．0

194

7．3

24．0

9，0
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Table　3．　Dormancy　form　spectra　of　Miscantus　saccharifolius　communities　on　Arakawa　river　basin．

Vegetat｝on　units Galio　dahuric卜Miscanthetum　sacchar汗10ri　　　Mithca目tetum　sacchar沼ori

　spring　Phase　　　　　　autumn　phase　　　　　　spring　Phase　　　　　　autumn　phase

Phanerophyte

Ghamaephyte

hemicryptophyte

Genophyte

Heiophyto＆hydorophyセe

Therophyte

3．4』

0．0

17．2

43．1

12，准

24」

7．5

0．0

12．5

42．5

15．0

22，5

5．4

0，0

19．6

19．6

1，8

53．6

4．5

2，3

25．0

25．0

2，3

409

考 察

　本研究の結果，田島ヶ原やその周辺に分布するオギ群

落は奥田（1978）によって利根川から記載されたハナム

グラーオギ群集であることが確認された．奥田（1985）

は猶原（1944）によって荒川において古くに記載された

（おそらく現存しない）植分をハナムグラーオギ群集とし

て位置づけており，荒川における本群集の存在は指摘さ

れていた．今回の研究により，荒川におけるハナムグラ

ーオギ群集の存在を再確認することができた，

　荒川におけるオギの群落は春季にのみ出現し秋期には

消失する植物が認められたものの，各群落の種組成に季

節に応じた大きな違いは認められなかった．埼玉県教育

委員会G978）などで報告されている春から秋にかけて

の種組成の変化は，構成種の量的な消長によるものであ

り，群落が区分されるような違いではない．ハナムグラ

ーオギ群集とオギ群集は，種組成の違いが春期に際だっ

ているものの，年間を通しても群集レベルで明らかに異

なる植生単位として存在していた．

　ハナムグラーオギ群集は湿性植物や絶滅危惧植物が多

く，生活型組成では地中植物の構成比が際だって高かっ

た．一方のオギ群集はセイタカアワダチソウ，オオブタ

クサなどの帰化植物が多く，一年生植物の割合が最も高

かった．奥田（1985）はハナムグラーオギ群集が河川の

氾濫によって維持されている自然性の群落であるのに対

し，オギ群集は人為擁乱の跡地に成立した二次的群落で

あると指摘した．荒川のオギ草原の2つの群集に見られ

た生活型や帰化率の特徴は，こうした成立要因の違いを

反映したものと考えられる．

　種組成や生活型組成の特微と，荒川流域の河川改修の

歴史から類推すると，ハナムグラーオギ群集はおそらく

荒川が蛇行していた時代の後背湿地に成立した植物群落

であり，蛇行部における定期的な河川の氾濫によって，

群落が維持されていたものと考えられる．増水や土砂の

堆積によって外部からの木本植物などの侵入が妨げられ

る一方，休眠芽が地中に存在するため洪水流に栄養再生

可能な地中植物が，群落の大部分を占めるようになった

可能性が高い．そうした環境下において，サクラソウ，

ノウルシ，ノカラマツ，シムラニンジンなどの現在絶滅

が危惧される植物個体群が維持されてきたのだろう．そ

の後，新たに直線的な放水路が建設され，後背湿地に取

り残されたハナムグラーオギ群集は，何らかの理由で遷

移が進まず，今日まで存続してきたものと考えられる．

　一方のオギ群集は放水路建設後の撹乱跡地や，水田放

棄後の空き地にオギとともに一・二年生草本が定着し，

群落が形成されている．これらの植分の多くは比較的最

近に二次的に成立したものと思われる．また，その構成

種は湿性の植物が少なく路傍の植物が多い．オギ群集の

生育立地は，ハナムグラーオギ群集の生育立地に比べ富

栄養で乾燥している可能性が高い．今後，オギ群集が長

期間存続したとしても，ハナムグラー膚守群集の構成種

が定着することは困難であると考えられる．このことか

ら，ハナムグラーオギ群集とその構成種の存続にとって

は，現存植分の保全がまず第一であり，立地の異なる可

能性が高いオギ群集への安易な移植などは避けるべきで

あろう．

　本研究で荒川におけるハナムグラーオギ群集とオギ群

集の種組成の違いが明らかにされ，立地や成立の歴史の

違いが推察された．しかし，現存植分が放水路建設後長

期に渡って存続じている理由や，立地条件については十

分明らかでない．今後，ハナムグラーオギ群集と構成種

である絶滅危惧植物を保全していくためには，利根川の

植分も含めた長期にわたるモニタリングや，土砂，養分，

水位変動など立地条件の解析が必要になるであろう．
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